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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は卵巣癌患者血清を用いて、血清中の血管新生因子（VEGF-A、VEGF-C、VEGFR-1、 

VEGFR-2）の濃度をELISA法により測定し、臨床病理学的因子や予後との関連を検討したも

のである。その結果、VEGF-A高濃度群とVEGFR-2低濃度群は有意に予後不良であることが示

され、多変量解析の結果、進行期に加えて血清VEGF-A濃度が独立予後因子となることが判

明した。 

本研究は新知見に富むものであり、その成果は婦人科腫瘍研究に貢献するとともに、明

らかに学術水準を高めたものと認める。 


